
 

 

 

 
１ 主  催 厚生労働省 富山県 一般財団法人長寿社会開発センター 

  ねんりんピック富山 2018実行委員会 

  富山市 ねんりんピック富山 2018富山市実行委員会 

 

２ 共  催 スポーツ庁 

 

３ 主  管 富山県武術太極拳連盟 

 

４ 後  援 公益社団法人日本武術太極拳連盟 

 

５ 期  間 平成 30年 11月３日（土）～４日（日） 

 

６ 会  場 富山市
と や ま し

八尾
や つ お

スポーツアリーナ   

   〒939-2306 富山市
と や ま し

八尾町
やつおまち

井田
い だ

101 

   TEL：(076)455-1222 

 

７ 募集チーム数 

   道府県（45）・政令指定都市（20）                 65チーム（       520人） 

   東京都                   ２チーム（ 16人） 

   富山県                  ３チーム（ 24人） 

   合 計                            70チーム （         560人） 

 

８ 大会日程  (注)大会日程は変更の場合あり。 

（１）監督会議  11月３日（土） 15:00～16:00 〔富山市八尾コミュニティセンター ホール〕 

（２）開 始 式  11月４日（日） ８:30～９:00 〔富山市八尾スポーツアリーナ〕 

（３）交流試合  11月４日（日） ９:15～17:15 

（４）交 歓 会  11月４日（日） 17:25～17:35 

（５）表 彰 式  11月４日（日） 17:45～18:15 

※ 健康づくり教室･･･健康づくりの指導、健康チェック、健康相談などを行う。 

11月４日（日） ９:00～16:00 

 

９ 競技規則 

 全日本武術太極拳選手権大会競技ルールを準用する。 

 

10 競技方法 

（１）競技種目は 24式太極拳とし、徒手による集団演武で、チーム対抗の競技を行う。 

（２）チーム編成は、次のとおりとする。 

 監督   １人 

 選手   ６人～７人（男女問わず） 

 合計    ８人以内  

（監督は選手を兼任できるが、その際は選手としても登録する。） 

   やむを得ない事由により選手が５人以下になった場合は、参考演武として採点の対象から外し、 

  演武を認めることがある。 

（３）演武には、24式太極拳用音楽ＣＤまたは参加チームが準備した音楽ＣＤを使用する。 

（４）１チームの演武時間は、４分以内とする。（動作の開始から終了までの時間とし、入退場の時間、

音楽の前奏は除く。）演武時間の下限は設けない。規定の演武時間を越えたチームに対しては、競

技ルールに基づいて減点する。 

（５）演武の内容と隊列の編成は、24 式太極拳を基にして各チームの創意に任せる。（４）の制限時間
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内で 24 式太極拳を順序通り行ってもよく、また、一定の隊列図案を構成するように動作の数及び

順序を入れ替えることができる。 

 

11 大会規定 

（１）参加者の年齢は、60歳以上（昭和 34年４月１日以前に生まれた人）とする。 

（２）競技者は、指定したコート内で演武を行う。なお、演武中に競技者がこのコートの外に出た場合

については、減点の対象としない。 

※ ねんりんピック競技コートに関して 

競技コート（14ｍ×８ｍ）は、主催者が、前面（審判長席側）の 14ｍに２メートル毎の目印を

つけて、隊列構成の目安とすることができる。ただし、左右の側面（８ｍ）及び手前の 14ｍには

目印をつけないこととする。 

（３）競技者は、原則として、チームごとに全員（６人または７人）が統一した競技用ユニフォームを

着用して演武を行う。 

（４）ゼッケンは、主催者が用意したものを使用する。 

（５）演武順序は、主催者で決定する。 

（６）大会運営上必要と認められる場合は、大会日程等を一部変更することがある。 

 

12 採点基準 

（１）評価・判定 

① チームを構成する各選手の技術レベルを総合的に観察して、チーム全体での技術として評価・

判定する。 

② チーム全体の動作の一致や協調、表現のレベルを観察して、評価・判定する。 

（２）10点の配点 

「質」に５点、「配合」に３点、「構成・配置」に２点配点、10点満点とする。 

① 「質」の採点（５点） 

姿勢の正確さ、動静の分明、活力の充実度、技術の熟練度及び太極拳の特徴と風格の突出度。 

② 「配合」の採点（３点） 

チーム全体の隊列が揃っているか、動作が協調一致しているか、動作と音楽が協調一致してい

るか。 

③ 「構成・配置」の採点（２点） 

「構成」の妥当性、「配置」のバランスと一定の図案。 

（３）配点の説明 

① 「質」の採点（５点） 

チームを構成する個々人の技術レベルについて個人演技に対する採点方法（動作規格６点、勁

力・協調２点、速度・風格等２点）で評価したうえで、これをチーム全体の総合的な技術レベル

として評価し、５点の配点範囲内で減点する。技術レベルを評価する際に「ねんりんピック」で

は、参加者の年齢層を考慮して、採点基準に加味する。（ア～ウ） 

ア 「歩型、弓歩」の低さは要求しない。ただし、それ以外の「前弓腿の膝がつま先より前に出

ている」や「臀部の突出、寛骨部のゆがみ」の現象が見られる場合は、アジア武術連盟編『競

技ルールと審判法』の「太極拳」の章「歩型、弓歩」に照らして減点する。 

イ 「蹬脚」は引き上げて蹴り出した脚の高さそのものを評価するものではない。チームの特定

の選手を評価するものでもない。上体が倒れず骨盤が正しい状態であれば良いが、上体が後ろ

に倒れたり、支えている足の膝が曲って臀部が落ちた状態で脚が高く上がっていても「質」の

項で減点する。 

ウ 「下勢」は沈み込んだ姿勢の低さを評価するものではない。背中を丸めて上体が前に倒れた

り、臀部が突き出たり、或いは頭だけ下げていたり、曲げている足（支えている足）の膝が極

端に内側に入っている場合は、「質」の項で減点する。 

② 「配合」の採点（３点） 

チーム全体の隊列が揃っているか、動作と音楽が協調一致しているか、チーム全体の動作が協

調一致しているか、また、個々人がチームの中によく「配合」しているかを評価し、３点の配点

範囲内で減点する。 

 



 

 

③ 「構成・配置」の採点（２点） 

「構成」の妥当性と「配置」のバランスとは動作の組み合わせが偏ったものでなく、また、特

定の動作を多用することなくさまざまな動作を取り入れたものであって、繋ぎ方にも無理が無く、

チームとしてまとまっているかを評価する。また、コートのごく一部だけを偏って使うことなく

コート全体を満遍なく使っているかも評価し、２点の配点範囲内で減点する。 

 なお、隊列変化・図案構成は、各チームの創意にまかせるが、太極拳の特徴と風格をそなえた

範囲内であることとする。 

ア 不合理で、なおかつ、明らかに、脚部関節や股関節等に過大な負荷を与えて、高齢者に関節

障害等の事故を誘発するおそれがある接続動作や過渡動作が、複数回（２回以上）行われた場

合は、その程度と回数に応じて、減点する。 

イ 太極拳動作の連貫性を明らかに損なう接続動作や過渡動作は、その程度と回数に応じて、減

点する。 

④ 「配合」「構成・配置」に係る加点（＋0.05点、0.1点、0.2点、0.3点） 

構成、配置、図案性が優れている場合は、その程度に応じて、0.05点、または 0.1点あるいは

0.2点加点する。特に優れている場合は、0.3点加点する。 

⑤ その他のミスの減点 

ア 簡化 24式太極拳に無い動作を加えた場合は、0.3点減点する。 

イ 「蹬脚」「下勢」の動作をチームとして全くしていない場合は、それぞれ 0.1点減点する。 

ウ 時間超過 0.1秒～5秒で 0.1点、5.1秒～10秒につき 0.2点減点する。10.1秒以上の時間超

過についてもこれに倣う。 

※ 以上の三つのミスについては、審判長が執行する。 

エ 簡化 24式太極拳に無い「手法」や「腿法」を行った場合や無理な「転身」動作については、

その程度に応じてその都度 0.05～0.2点減点する。 

オ 隊列変化・図案構成のために、チーム構成員（一人または複数人）が太極拳の動作を伴わず

に歩いたことが明らかな場合は、７歩を越える（７歩を含む）毎に 0.1点減点する。 

カ バランスミスが発現すれば、その程度に応じてその都度 0.05～0.2点減点する。 

キ 演武中に明らかに隣を見る、或いは言葉で合図をした場合や、忘却が発現すれば、その程度

に応じてその都度 0.05～0.2点減点する。 

※ 以上の四つのミスについては、審判員が執行する。 

⑥ コート入場の際の減点規定等 

出場チームが、コート入場に際して下記の遅延行為があった場合には、審判長はその程度に応

じて 0.1～0.3点の減点を行うことができる。 

各チームは、コート主任が「△△チーム入場」を発声した後、直ちにコート入場を行い、所定

の位置についた後、審判長の合図で、直ちに演武を始めなければならない。 

入場に際して、故意に、足踏み、隊列組み換え、時間差入場などで時間延長を行うことは、い

ずれも「故意の遅延」とみなし、審判長の判断で 0.1～0.3点の減点をする。 

 

13 表  彰 

（１）優勝・準優勝・第３位のチームに賞状及びトロフィーを、監督・選手それぞれに金・銀・銅のメ

ダルを贈る。 

（２）その他上位入賞チーム(第４位～第 10位)の監督・選手に優秀賞としてメダルを贈る。 

（３）参加選手のうち、最高齢の男女各１名に最高齢者賞として賞状及び楯を、次に高齢の男女各３名

に高齢者賞として賞状及び楯を贈る。 

(４）参加者全員に参加賞としてメダルを贈る。 

 

14 交 歓 会 

 集団演武等を行う。 

 

15 問い合わせ先 

ねんりんピック富山 2018富山市実行委員会事務局 

〒939-2798  富山市
と や ま し

婦中町速
ふちゅうまちはや

星
ほし

754番地 婦中
ふちゅう

行政
ぎょうせい

サービスセンター 

      富山市福祉保健部ねんりんピック推進室内 



 

 

ＴＥＬ：(076)465-2106  ＦＡＸ：(076)465-2109  e-mail:nenrinpic@city.toyama.lg.jp 

ＵＲＬ：http://www.nenrin2018-toyamacity.jp/ 

 

ねんりんピック富山 2018実行委員会事務局 

〒930-0085  富山市
と や ま し

丸の内
まるのうち

１丁目８番 17号 新丸の内
しんまるのうち

ビルディング４階 

富山県厚生部高齢福祉課ねんりんピック推進班内 

ＴＥＬ：(076)444-4591  ＦＡＸ：(076)444-3203  e-mail:nenrin@esp.pref.toyama.lg.jp 

ＵＲＬ：http://nenrin-toyama2018.jp/ 

 


